
コンクリート調査・診断

鉄筋探査
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調鉄筋探査方法には、電磁波レーダ法や電磁誘導法があり、鉄筋コンクリート中

の鉄筋のかぶり厚さと鉄筋間隔などを非破壊で調べます。鉄筋探査は、構造物
の耐震性能や耐久性能等を確認する上で最も重要な調査項目の一つです。

レーダ法とは、電磁波をコンクリート表面から内部に向けて放射し、コンクリートと電気的性質

が異なる物体 (鉄筋や空隙など )や境界面から反射された信号を受信することにより、鉄筋の

配筋状態などを調査するものです。

電磁波レーダ法

●鉄筋探査状況

●出力例

機器仕様（ストラクチャスキャンXT/KEYTEC（株））

探査深度 約60cm

測点距離

電　源 バッテリー駆動

無制限
（１回の操作でメモリー残量による）

ポイントNo.

距離（cm）

かぶり（cm）

間隔（cm）

1

17.25

5.54

0

2

35.25

4.96

18.00

3

55.00

4.96

19.75

4

74.25

4.58

19.25

5

97.25

4.39

23.00
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お問い合せはこちら

https://www.taiheiyo-c.co.jp

TEL：03-6630-3811 または、
当社ホームページ【お問い合わせ】
から、ご連絡ください。
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電磁誘導法

● 鉄筋探査状況

● 測定結果例

センサとしてコイルを巻いた探触子（プローブ）を用い、これに交流電流を流すことにより、周囲に

交流磁界を発生させます。鉄筋等の磁性金属にプローブが近づくと渦電流が発生し、この渦電流

の二次電圧の変化を捉えることにより鉄筋位置の探査及びかぶり厚さの推定をします。

機器仕様（プロフォメーター PM-650/proceq）

探査深度 １８５㎜

電　源 バッテリー
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鉄筋腐食調査
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調鉄筋コンクリート構造物において、鉄筋の腐食は、ひび割れの発生、かぶりの

剥離、鉄筋の断面欠損等により構造耐力の低下を引き起こすため、鉄筋腐食の
状況を調べることは非常に重要です。

自然電位法

測定原理
鉄筋が腐食した場合、鉄筋

表面から電子が溶け出すア

ノード反応（酸化反応）と電

子が水や酸素と反応するカ

ソード反応（還元反応）が発

生します。鉄イオンは水酸化

物イオンと反応して鉄の水酸

化物である錆となります。鉄

筋が腐食しているときは腐

食電流が流れ、アノード部は

負（ー）に変化します。自然電

位法はこの負の電位を測定

することにより、鉄筋の腐食

を推定することができます。

自然電位法とは、腐食により変化する鉄筋の

電位を測定することによって、鉄筋腐食を診

断する電気化学的方法です。

この方法は原理が単純で測定も簡単であり、

1977年にASTMに規格化され、土木学会にお

いても「JSCE-E601コンクリート構造物におけ

る自然電位測定方法」が基準化されています。

お問い合せはこちら

https://www.taiheiyo-c.co.jp

TEL：03-6630-3811 または、
当社ホームページ【お問い合わせ】
から、ご連絡ください。
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測定原理

ATSMC876による鉄筋腐食度評価基準

測定フロー

測定結果例

測定箇所を定めて、近傍の鉄筋を一部はつり出します。

鉄筋間の導通を確認した後、コンクリート表面に散水

して湿らせます。散水後クリップコードによって鉄筋と試

験機を接続し、自然電位を測定します。

測定箇所の選定

鉄筋間の誘通確認

鉄筋と試験機を接続

コンクリート表面への散水

自然電位測定

鉄筋腐食状況の判定

単位：mv

自然電位（E）（V vs CSE）
　-0.20＜E
　-0.35＜E≦-0.20
　　　　  E≦-0.35

　　　鉄筋腐食の可能性
90％以上の確率で腐食なし
不確定
90％以上の確率で腐食あり
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